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１、御利用者の皆様 

当社の索道事業に対しまして、日頃より御利用・御理解を賜り、誠に有難御座いま

す。 

 当社スキー場は、全国でも有数の豪雪地帯に位置しており、地形上コンパクトなス

キー場では御座いますが、「安全の確保」を経営理念の中核とし、社内一丸となり法

令の遵守と共に輸送の安全に心がけております。 

 本報告書は、鉄道事業法に基づき、輸送の安全確保の為の取り組みや安全の実態に 

ついて、自ら振り返ると共に広く御理解を頂く為に公表するものです。皆様からの 

お声を輸送の安全に役立てたく存じます。御意見を頂戴できれば幸いです。 

何卒宜しくお願い申し上げます。 

株式会社 会津かねやま 

 代表取締役 長谷川　盛雄 

２、基本方針と安全目標 

(１) 基本方針

当社の経営理念は、安全の確保です。「安全基本方針」を次に揚げ、社長以下全社

員に周知・徹底し、御客様の安全の確保に全力で努力しております。 

① 一致団結して輸送の安全の確保に努めます。

② 輸送の安全に関する法令及び関連する規定（本規定を含む。以下、「法令等」と

いう。）をよく理解すると共にこれを遵守し、厳正、忠実に職務を遂行します。

③ 常に輸送の安全に関する状況を理解するよう努めます。

④ 職務の遂行に当たり、推測に頼らず確認の励行に努め、疑義のある時は最も安全

と思われる取り扱いをします。

⑤ 事故・災害等が発生した場合は、人命救助を最優先に行動し、すみやかに安全

適切な処置をとります。

⑥ 情報は漏れなく迅速に、正確に伝え、透明性を確保します。

⑦ 常に問題意識を持ち、必要な変革に果敢に挑戦します。

(２) 安全目標

安全目標 「安全の確保」 

社長以下全社員が目標達成に向け努力し、２０１８～２０１９シーズンの索道 

事故防止に努めました。 

３、事故等の発生状況とその再発防止措置 



  ①索道運転事故（索道人身事故） 

   ありませんでした。 

  ②インシデント（事故の兆候） 

   ありませんでした。 

  ③行政指導等 

   ありませんでした。 

  ④災害（地震や暴風雪、豪雪、豪雨） 

   ありませんでした。 

 

４、輸送の安全確保の為の取り組み 

  ①人材教育 

   ・索道事故例を基に、安全に関する勉強会をシーズン営業開始前に実施しました。 

 

  ②緊急時対応訓練 

   ・シーズン営業開始前に索道救助訓練を実施。 

   ・会津若松地方広域消防署より講師を招き、救急法及びＡＥＤ操作訓練の救命講習 

    を実施。 

 

５、安全の為の投資と支出 

 ・安全の維持向上の為、計画的に施設修繕を行っております。 

  (石ケ森第一高速リフト) 

   ☆平成１８年度 電動機・減速機・開放ビームオーバーホール 

   ☆平成１９年度 搬器握索機オーバーホール(７５台) 

           圧索装置整備(１，４，８，１１，１４号柱) 

           ワイヤーロープ磁気探傷検査実施 

           各支柱索輪ベアリング交換 

   ☆平成２０年度 搬器整備（７５台） 

   ☆平成２１年度 山頂動力取出し装置整備・折り返し滑車部ベアリング交換 

   ☆平成２２年度 搬器握索機オーバーホール 

(№１～№２５：ショート・ロングクリップ交換含む) 

           原動・山頂ストレート部テンションプーリー修繕(２０箇所) 

           ロープテスターによる索条の素線断線検査実施 

   ☆平成２３年度 １号柱空線側脱検センサー不良補修(断線の為) 

           搬器握索機オーバーホール 

(№２６～№５０：ショート・ロングクリップ交換含む) 

   ☆平成２３年度 山頂空線側押送タイヤ交換(１箇所) 



   ☆平成２４年度 搬器握索機オーバーホール 

(№５１～№７５：ショート・ロングクリップ交換含む) 

   ☆平成２５年度 加減速装置整備６０箇所(山頂・山麓各３０箇所) 

           シーケンサの更新 

   ☆平成２６年度 １６号柱索輪オーバーホール(カラー交換) 

           原動・山頂場内走行レール交換(溶接) 

           山頂空線側動力取出し調整 

           リミットスイッチ交換 

   ☆平成２７年度 ４、８号柱索輪交換及びセンター計測 

   ☆平成２８年度 受索装置整備(１，２，１１，１２号柱) 

           モーター・減速機オーバーホール 

           終端滑車軸ベアリング及びオイルシール交換 

           山頂、山麓動力取出し装置オーバーホール 

   ☆平成２９年度 受索装置整備(１３，１４，１５号柱) 

           山頂、山麓場内保安装置交換・調整 

           ロープの振動・断線検査実施 

   ☆平成３０年度 握索機分解点検・整備・組立実施 

           (1番～２５番搬器まで) 

 

  (石ケ森第二リフト) 

   ☆平成１９年度 電動機オーバーホール 

   ☆平成２１年度 減速機オーバーホール 

           折返し滑車ベアリング交換 

   ☆平成２９年度 ロープの振動・断線検査実施 

 

５、当社の安全管理体制 

  社長をトップとする安全管理組織とし、安全確保に取組んでおります。 

  (組織図については、添付資料「安全管理規定組織体制図」を参照) 

 

６、御利用者の皆様との連携と御願い 

  ①御客様の立場に立ったサービスの提供に努めてまいります。御客様から頂いた 

   お声は真摯に受け止め、安全で信頼される索道業務を目指し、期待に応えられる 

   よう努めてまいります。 

  ②リフト乗車時の注意事項 

   ・乗り方に不安のある方や乗りなれない御客様は、係員に申し出て下さい。 

   ・搬器(イス)から飛び降りたり、また搬器(イス)を揺らさないでください。 



    

   ・このリフト(高速リフト)は、強風時自動で停止することがあります。停止した際 

は風が治まり次第再開致しますので、慌てずそのままお待ち下さい。 

   ・衣類・携帯品等が搬器(イス)に巻き付かない様に注意して下さい。 

 

７、御連絡先 

   安全報告書への御感想、当社の安全への取組みに対する御意見を御寄せ下さい。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒968-0012 

福島県大沼郡金山町大字小栗山字上野 2335-12 

株式会社会津かねやま フェアリーランドかねやまスキー場 

ＴＥＬ0421-54-2022    FAX0241-54-2021 

URL http://okuaizukaneyama.blog.jp/ 

Mail info-fairyland@aizukaneyama.co.jp 

http://okuaizukaneyama.blog.jp/


添付資料 

      「安全管理規定組織体制図」 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

代表取締役 輸送の安全確保に関する最終的な責任を負う。 

安全統括管理者 索道事業の安全確保に関する業務を統括する。 

索道技術管理者 安全統括管理者の指揮の下、索道の運行の管理、索道施設の保守 

の管理、その他技術上の事項に関する業務を統括する。 

索道技術管理員 索道技術管理者の職務を補佐する。 

 

事業運営会議(第６条第１項第４号関係) 

     

 (取 締 役 会) 

 代表取締役 

 常務取締役 

  取締役 

 

安全統括管理者 
(統括部長) 

索道技術管理者 
(業務課長) 

索道技術管理員 
高速第一索道主任 

索道技術管理員 
石ケ森第二索道主任 

高速第一リフト 
 運 転 係 
 乗 客 係 
 監 視 係 
 改 札 係 

石ケ森第二リフト 
 運 転 係 
 乗 客 係 
 監 視 係 
 改 札 係 
 
 
 
 
 
 
 
 


